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法政大学出版局　2014年8月下旬配本　予価3888円（本体3600円＋税）	 A5判並製・380頁
澤田 直 編	
サルトル読本 ISBN978-4-588-15069-2 C1010

★★ 実存主義の哲学者、小説や戯曲の作家、そして行動する知識人として様 な々活動を行ったサルトル。ドゥルーズ、
レヴィナス、ボーヴォワール、ハイデガー、バタイユ、ラカン、フェミニズム、ポストコロニアル、エコロジーなど多方
面にわたる影響関係、再評価されるイマージュ論や、晩年の『倫理学ノート』など最新の研究も紹介し、いまなおア
クチュアルに読み継がれるその全体像を明らかにする。	 【哲学・思想】

☞ 関連書：A.ルノー『サルトル、最後の哲学者』、水野浩二『サルトルの倫理思想』（いずれも小局刊）。

法政大学出版局　2014年6月30日配本　定価2160円（本体2000円＋税）	 四六判上製・180頁
アルバート・O.ハーシュマン 著／佐々木 毅・旦 祐介 訳 《叢書・ウニベルシタス165》

情念の政治経済学〈新装版〉 ISBN978-4-588-09985-4 C1330

〈情念〉の否定と抑圧に忙しい17世紀の思想界に〈利益〉という新しいパラダイムが登場するや、利欲をして諸情念
を調教せしめ、もって社会の安寧をはかろうとの志向が高まる。啓蒙期の論争を辿って、M.ウェーバーとは異なる
角度から資本主義のエートスを発掘する。	 【経済・思想】■復刊再委託■

☞ 同著者既刊書：『反動のレトリック』『方法としての自己破壊』『連帯経済の可能性』（いずれも小局刊）。

法政大学出版局　2014年6月30日配本　定価4536円（本体4200円＋税）	 四六判上製・362頁
モーリス・ゴドリエ 著／山内 昶 訳 《叢書・ウニベルシタス674》

贈与の謎〈新装版〉 ISBN978-4-588-09983-0 C1338

〈人はなぜ人に与え、与えられた者はなぜ返報しなければならないのか─。モース『贈与論』とレヴィ=ストロー
スのモース批判をふまえて社会における贈与の役割を再検討し、贈与から出発して宗教や王権へ、国家や貨幣へ
と共同幻想としての社会関係が物神化される過程を解明、自由競争社会を超える原理を探る。	

【人類学・社会学】■復刊再委託■
☞ 同著者既刊書：『観念と物質』（小局刊）。

法政大学出版局　2014年7月7日配本　定価14040円（本体13000円＋税）	 四六判上製・２分冊・箱入・分売不可・1154頁（上巻490頁、下巻664頁）
ジョルジュ・ミノワ 著／石川 光一 訳	 《叢書・ウニベルシタス1013》

無神論の歴史 始原から今日にいたるヨーロッパ世界の信仰を持たざる人々 ISBN978-4-588-01013-2 C1314

キリスト教信仰とともに歩んできた2000年の西洋文明史はまた、神を否定し、宗教を拒絶する者たちによる思想闘
争の歴史でもあった。古代・中世の異端説から、啓蒙の懐疑論や理神論をへて現代の唯物論に至るまで、既成秩
序への抵抗と世俗化の根拠となった無神論哲学の多様な系譜を一望のもとに描く。現代フランスの最も多産な歴
史家による、壮大な通史の試み。	 【哲学・宗教】

☞ 同著者既刊書：『未来の歴史』（筑摩書房）、『ガリレオ』『悪魔の文化史』（白水社文庫クセジュ）ほか。

法政大学出版局　2014年8月下旬配本　予価5400円（本体5000円＋税）	 A5判上製・352頁
平井 雄一郎・高田 知和 編著	
記憶と記録のなかの渋沢栄一 ISBN978-4-588-32705-6 C3020

★★　日本資本主義の父と呼ばれ、銀行や証券取引所、ホテルなど500を超す企業の設立・経営に関わり、社会活動に
も熱心だったという実業家・渋沢栄一。そのイメージはいかに作られてきたのか。郷里での評判、伝記や小説、銅
像や肖像画、新聞やネットにいたるまで、さまざまなメディアを検証し、文化史の観点から読み解く。第一線の研究
者10名による論文集。	 【文化史・社会史】

☞ 関連書：P.バーク『文化史とは何か』、F.ダゴニェ『イメージの哲学』（いずれも小局刊）。


